
１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 576 芸術文化振興

総合計画
めざすまちの姿 7 歴史・伝統・文化を生かした次世代に継承するまち 担当部 教育委員会事務局

基本計画【施策】 ７－②文化・芸術の振興 担当課 文化課

関連予算科目
一般 会計 10 款 教育費 06 項 社会教育費 06 目 文化振興費

予算事業名 文化振興関係経費 芸術文化振興

実施主体 市 実施方法 一部又は全部委託 対象 全市民

事業期間 開始年度 終了予定年度

事業の目的
芸術･文化活動に親しむ機会を設けるとともに、市民の芸術文化の振興を図る。

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題

 事業費（Ａ）
当初予算額 5,648 千円 5,335 千円 5,339 千円

決算（見込）額 5,623 千円 5,326 千円 千円

財源内訳
千円 千円 千円

一般財源 5,623 千円 5,326 千円 5,339 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 3,474 千円 2,073 千円 1,692 千円

人工（職員数の内訳） 0.5 人 0.3 人 0.2 人

9,097 千円 7,399 千円 7,031 千円

内容 単位

芸術祭等入場者数
人

目標 6,100 6,100 6,100

実績 5,992 5,845

達成度 98.2% 95.8%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

・補助団体の活動内容を確認し、問題があれば改善するよう指導助言する。

　　平成26年度 ★実施計画 事業評価シート　（25年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

①芸術祭、文化祭等の開催
②芸術文化団体の活動支援

①芸術祭等の開催
　市文化協会へ委託し、文化の祭典・秋季芸能の祭典・美術の祭典を開催したほか、市民文芸第４号を発刊
した。
②芸術文化団体の活動支援
　湖西市文化協会、湖西歌舞伎保存会、湖西民謡保存会、笠子太鼓４団体へ補助を行った。

①多くの市民に関心をもってもらうため事業内容の見直しが必要。

②活動内容に見合った補助金の見直し。

コ
 
 

ス
 
 

ト

平成24年度 平成25年度 平成26年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成24年度 平成25年度 平成26年度

・芸術祭等の開催により、発表の場の提供や多くの市民
が文化芸能活動に触れることができた。

・芸術文化団体に対し補助を行うことで、文化芸術活動
を支援することができた。

今
後

の
方

向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

必要性

有効性

効率性

優先性



１．事業の概要（Ｐｌａｎ）

事業名 事業Ｎｏ 592 市民会館管理運営費

総合計画
めざすまちの姿 7 歴史・伝統・文化を生かした次世代に継承するまち 担当部 教育委員会事務局

基本計画【施策】 ７－②文化・芸術の振興 担当課 文化課

関連予算科目
一般 会計 10 款 教育費 06 項 社会教育費 07 目 市民会館費

予算事業名 市民会館管理運営費 市民会館管理運営費

実施主体 市 実施方法 一部又は全部委託 対象 全市民

事業期間 開始年度 終了予定年度

事業の目的

事業の概要

２．事業の実績（Ｄｏ）

事業実績

課     題

耐震診断結果に基づく耐震計画策定、耐震補強リニューアルの早期実現。

 事業費（Ａ）
当初予算額 43,656 千円 36,211 千円 24,521 千円

決算（見込）額 65,609 千円 26,098 千円 千円

財源内訳
4,879 千円 8,982 千円 6,750 千円

一般財源 60,730 千円 17,116 千円 17,771 千円

人件費　　　　　 　（Ｂ） 6,369 千円 5,668 千円 7,333 千円

人工（職員数の内訳） 0.8 人 0.7 人 1.0 人

71,978 千円 31,766 千円 31,854 千円

内容 単位

市民会館利用者数
人

目標 58,000 58,000 30,000

実績 57,659 28,363

達成度 99.4% 48.9%

３．評価（Ｃｈｅｃｋ）

総合判定

Ａ 「充実」または「事業内容が概ね適切な事業」

《判定理由》

４．今後の事業の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）　

継続

　　平成26年度 ★実施計画 事業評価シート　（25年度事業の評価）

基本事業
（事業１）

細事業名
（事業2）

昭和47年度

文化・芸術の鑑賞機会と発表の場を提供し市民の文化活動を活性化するために、安全で安心な施設管理を行
う。

①市民会館の維持管理
②貸し館業務

①市民会館の維持管理
　日常の維持管理に加え、各所修理を行った。

②貸し館業務
　ホール、各会議室の貸出を行った。
　年間利用者数　28,363人

コ
 
 

ス
 
 

ト

平成24年度 平成25年度 平成26年度

特定財源
※国・県補助金など

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ） 

活

動

指

標

平成24年度 平成25年度 平成26年度

耐震診断によりホールが使用停止となったが、安全で安
心な施設管理ができた。

今
後

の
方

向
性

事業の
方向性

今後の
取組内容

（課題に対する
改善等）

・耐震診断結果をうけ、ホールの使用を停止することになったが、早期再開に向けた検討を
行い耐震補強リニューアルすることに決定した。今後は早期再開に向け財源確保や取組み方
法を検討する。

必要性

有効性

効率性

優先性


